
様式30-4　提案する水処理方式の技術概要
	内容

	　提案する水処理方式が、「要求水準書第４章１.（１）５」に示す方式であることを、以下に従い明記すると共に、及び必要な図面等を添付すること。

（１）提案する水処理方式の名称


（２）下水道法施行令第５条の５第１項第２号に示された処理方式における分類


（３）当該水処理方式を導入した場合の全体計画、第１期の一般平面図及び、水処理施設の各水槽の容積と容積の設定根拠（設定根拠を添付資料として提出すること）


（４）当該水処理方式を導入した場合の全体計画、第１期のシステムの基本フロー
　　　（全体計画、第１期のシステムの基本フローを添付資料として提出すること）





	※A4版1ページ以内（図表を含む）
　添付資料は含まない
	応募者番号
	


様式30-5　事業環境・地域特性に対する理解度
	内容

	本事業において考慮すべき事業環境・地域特性の理解度と取組姿勢として、以下の事項について記述すること。
・建設予定地周辺の土地利用状況を考慮した処理場施設の整備
・大規模災害発生時に処理場施設が果たすべき役割
・今回の設計・建設における公共下水道事業を通じた地元企業の活用・育成
・その他、本事業を実施する上で考慮すべき事項







	※A4版4ページ以内
	応募者番号
	



様式30-6　本事業に対する取組提案
	内容

	技術提案・交渉方式の理解度や契約方式の特徴、及び企業グループ構成を生かした以下の取組の提案内容について記述すること
・技術提案・交渉方式の適用を考慮した取組提案
・代表企業である機械設備工事の建設企業が本事業で果たすべき役割
・設計業務における建設企業による技術協力の方法と期待される効果
・建設工事の各工種間の協力・連携の方法と期待される効果　
・建設工事における設計企業の協力と期待される効果
・第2期以降の施設整備の効率化・高度化に向けた取組提案
・施設の長寿命化、改築更新の容易性を考慮した施設設計・整備に向けた取組提案
・その他、企業グループの協力・連携による有効な取組。





	※A4版8ページ以内
	応募者番号
	









様式30-7　施設のライフサイクルコスト
	内容

	　提案する水処理施設のライフサイクルコストを評価するため、水処理施設を構成する機械設備の消費電力量と薬品使用量を以下に記載すること。
（水処理施設の建設費は、様式40～47の参考見積書に従い事業団にて評価）
[image: ]

	
	応募者番号
	




様式30-8　SDGs達成貢献への取組提案
	内容

	SDGs（持続的な開発目標）の17の目標のうち最大4つの目標を別々に選択し、それぞれの選択した目標に対して、本事業の実施（設計業務及び施設建設）を通じたSDGs達成貢献に対する取組内容を記述すること。
・本事業の実施を通じて達成貢献に取り組む目標分野とその内容
・取組内容の地域社会等へのPR方法





















	※A4版5ページ以内（図表を含む。）
	応募者番号
	


様式30-9　軟弱地盤対策の提案
	内容

	軟弱地盤に起因した地盤沈下対策として、以下の事項に対する取組内容を記述すること。
・地盤沈下量の予測等、緩和策の設計検討段階における取組提案
・本事業完了後に想定される処理場内の各施設や場内道路への軟弱地盤による影響を緩和するための取組提案
・本事業完了後に想定される周辺地域への軟弱地盤による影響を緩和するための取組提案
・上記の軟弱地盤対策を進める上での工程面での課題と取組提案





















	※A4版4ページ以内（図表を含む。）
	応募者番号
	


様式30-10　工期の確実性の取組提案
	内容

	事業全体の工程管理として、以下の事項に対する取組内容を記述すること。
・事業全体の工程とその管理の方法
・工期遵守に向けた事業実施体制
・工期遵守と品質管理の両立に向けた取組提案
・工期遵守と安全管理の両立に向けた取組提案




	※A4版4ページ以内（図表を含む）
	応募者番号
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